
土浦市

地域交流型サロン（ふれあいサロン）助成金

いきいきふれあいサロン新町
サロン運営団体名称 まりやま新町自治会

◦行政区「まりやま新町」は、昭和 29年大手不動産
が住宅団地として開発し、開発当初は 250 戸でし
たが、現在は約300世帯となっております。

◦常磐線沿線に南北に細長い建築協定締結団地です。

◦社会福祉協議会からサロンを開設したらどうかとお
誘いを受け、町内に既に高齢者クラブはありました
が、年令に制限の無い老若男女が親睦を図れる組織
を必要と思っていましたので、早速平成 17年ふれ
あいサロンを立ち上げました。今後の課題としては、
高齢化社会にあって若い人たちの意を汲んで参加し
てもらうための魅力あるサロンは、どの様にあるべ
きかみんなで意見を出し合って進めて行きたいと
思っています。
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開催日及び開催頻度

◦定例会………月１回　第４日曜日	 10：00～17：00
◦卓　球………毎月火・金曜日	 10：00～12：00
　　　　………毎月土曜日	 13：00～16：00
◦お茶とお話…毎月第２・４火・木曜日	 13：00～16：00
◦健康麻雀……毎週木曜日	 13：00～17：00

開 催 拠 点 まりやま新町自治会館

代 表 者 氏 名 早乙女　一二

１回の参加人数 40～50人

参 加 費
（１人１回あたり）

全員200円／月　こども無料

広 報 方 法 ◦回覧（毎月第２日曜日）
※視察旅行は、詳細案内書を配布
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サロンに取り組む動機・サロンの将来像開催地域の様子
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◦いる
・自治会

◦原則として受益者負担で、費用は賄っておりますが、
開催事業が多く飲み物等の負担を考えると、登録制
にして会費徴収をするのも一考かと思っています。

◦自治会開催の全行事には、現在 80人近いサロンの
会員がお手伝いしており、自治会からはサロンの人
達の応援がなければ開催できないと言われていま
す。また、年２回の視察バス旅行も社会福祉協議会
の理解と協力がなければ実施できません。

◦開催場所の自治会館には 16畳の和室と 30坪の大
広間、８坪のフローリング広間の３室があり、定期
開催の折には全室を活用して実施しています。木曜
日には、マージャンはフローリング広間で、お茶と
お話も和室で開催、卓球も毎週火曜日・金曜日・土
曜日・健康体操は月曜日と頑張っています。特定の
年齢層に限定するのではなく、自治会の了解を得て
自治会会員全てを対象に、毎月回覧で開催内容等を
お知らせして参加を呼びかけているのが、他のサロ
ン組織とは違うのではないかと思います。◦老若男女年齢に関係なく、町内在住であれば参加を

受け入れています。

◦特に、茶話会には一人暮らしの方々に声掛けて参加
して貰っています。

◦継続を第一に無理の無いよう和を大事にしてます。

◦年２回実施の親睦日帰りバス旅行内での会話と、ク
イズ、名所、旧跡めぐりを福祉バスを（使って）割
安でできること。

◦町内の皆さんが、顔と名前が判り、助け合いが生ま
れ、防犯上も役にたっていると思います。

団体やサロンのPRポイント

サロンのウリ

連携先・協働先

運営費の確保方法サロン運営上の協力者

◆助成金の活用によりパワーアップした活動

◆サロン活動で使える豆知識　　　　　　　

◆サロン活動の醍醐味　　　　　　　　　　

など、これからサロン活動を
予定している方へのメッセージ
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